第151回日本輸血細胞治療学会関東甲信越支部例会開催案内と一般演題募集要項（第一報）

上記につきご案内申し上げます。 
一般演題は下記要項にしたがって応募して下さい。 
プログラムの最終版は発送を予定しております。 
1月中旬に学会HPに掲載いたしますので、必ず事前にご確認ください。 
皆様のご参加をお待ちしています。 

日時：2021年2月20日（土）9：55～18:00 
場所：Web開催を予定しております。
参加費：1,000円（会員、非会員問わず） 
＊参加申し込み方法は追ってお知らせいたします。

支部例会長：塩野則次　（東邦大学医療センター大森病院　輸血部） 
テーマ：『多職種で取り組むチーム医療』 
プログラム 
・一般演題 
・シンポジウム　　　「インシデント報告から考える輸血療法の安全確保」 　　　　　　　　　　　　　
・教　育　講　演　　「輸血療法の看護教育」（仮題） 
・共催セミナー　1、２　
・イブニングセミナー「輸血細胞治療部門の今後の展望」
　　　　　　　　　　　　　
＊一般演題の募集要項 
⚫ 発表時間とテーマ：口演7分、質疑3分、テーマは自由。 
⚫ 応募方法：抄録（MS Word で600 字程度）に、発表者名、施設名、部署名、連絡先（e-mail、TEL）を記載の上、2021年1月22日（金）17時までに下記送付先へeメールにて 送付してください。 
⚫ 送付先： 第151回日本輸血・細胞治療学会関東甲信越支部例会 
事務局: 東邦大学医療センター大森病院 奥田　誠 e-mail: okuda@med.toho-u.ac.jp 
⚫ 一般演題の演題応募数により、優秀演題の表彰を予定します。


